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第1回WS (2009)での主な論点

哲学を専門的に学
んだ教員の絶対的
不足
→世界史や政経の
教員が授業



他教科と同
様の知識の
教育

主知主
義

人生観の育
成を重視

人格形
成主義



⇒ 第２回 2010

教養形成、シティズン育成のコアとして、高校
での哲学教育は何を教えることができるのか

＝大学での教養哲学と共通の課題



高等学校公民科「倫理」の状況



教科の構成
あらゆる分野の事項が
所狭しと載っている！

ただし「哲学する」こ
と以外！！

だれがどうやって教え
られるか？





 世界史の補完科目？



（平成17年度高等学校教育課程履修状況調査
国立教育政策研究所教育課程研究センター）

哲学・倫理
は大事だと
思われてい
ない



 「哲学をする」ためには

何をどう教えたら

よいのだろうか？

人格形成主義？主知主義？あるい
は？



2006年秋 大学1年生対象
データ数＝35,662人

倫理履修者合計
27.5％

2010年度
全受験者数 520,600人
公民受験者数317,155人



 高校「倫理」＋教養課程の「哲学」（＋
「国語」）で

哲学的思考の訓練はなされているか？

◎20〜30％の生徒しか学習していない



今後受講者はどう変わるか？




